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PietHein
■０

SKABELSE 創造

Detblevgivetmigatglemme
alletingogalletidel;
JegfikSk"nkernuetubrudt
meddetsevighedomkring.
JegfiklovatiBsesop
ogs"rteindfiaal lesider
idetemdeligesverdell
medennyognyfbdtting.

私は忘れさせられた
あらゆる事とすべての時間とを。
私は永遠性を帯びた
とぎれのない今を授かった。
私は解き放たれ
八方から飛び込んだ
有限なるものの世界へと
新しい、生まれたばかりのものと共に。

Ogjegvagnertilbevidsthed
pAdem&rkeligstestedel;
venderhiemogikkeaner
hvilkeveje,jeghargaet,
mederkendelsenSogskabeisens
urimeligegl"der
overtingjegikkeved
hvoIdanetmenneskehar"et.

そして私は目覚め、意識を取り戻す
きわめて妙なところで、
郷里へともどる、見当もつかない
どの道を来たのか、
認職と創造とが
たわいなく喜び
ある人間がいかにして得たのかを
私は知ることがないものに対して。

２



ﾛ

PietHein(1905-1996)

P i e tHe i nは1905年に生まれ、エンジニアの家庭で育つ。数学の高等教育修
了試験に合格後、１９２４年に大学にて哲学を専攻し、その後、ストックホルム
で画家としての修行を始める。1927年から1931年までは理論物理学を研究し、
その傍らデザイナーや意匠図案家としての職業にも従事していた。

He i nは様々な分野における自分の見解から自身の人生哲学を構築した。こ
れは、あらゆるものが全体（この全体とは見たところ矛盾し、一貫性のないよ
うに思われる規模でさえも）を構成している、という根本的思想に基づく。詩
作活動において彼は新しいジャンル、g r u kを確立した。これは非常に形式的
で、言葉の選び方や語尾の韻において統一性のある点に特徴がある。g r u kと
いう言葉は「笑い(g r im )」と「ため息(su k )」から構成された造語である。
最初のgrukは大戦中Pol i t ikenに登場し、その後約１万ものgrukが発表された。
1940年に書物として刊行されるようになってからは、20もの製本が出版され
る。このgrukに加え、He i nは伝統的な形式でも一連の詩を書いていた。これ
らの詩の中心となるものは個人と世界との関係の中にあり、同時代の叙情詩人
たちは世の中を遠ざけ、自身をそこから分離したものとみなす中で、He i nは
自身を世の中全体の一部であるというとらえ方をした。この根拠は、人間はそ
もそも宇宙的な空間から出発しているという概念にある。

解釈

この詩に登場する「私」はあの世で魂のみの姿で存在する。「私」が人間の
体に宿り、この世へと生まれ出ようとする前のあの世での出来事が、この詩の
第一連で描かれ、そして第二連では、死後、「私」があの世に戻った後のこと
が描かれる。故に､一連と二連との間の空欄は､人の世で一生涯を送る間の「私」
にとって記憶のない時間を象徴的に表している。

あの世でのそれ以前の記憶を消された「私」は「有限なるものの世界」つま
り現世へと飛び込んだ。「新しい、生まれたばかりのもの」である赤ん坊の体
に宿り。
次に意識を取り戻したのは、「私」が宿った人間が死期を迎え、「私」がその

肉体を離れたときである。この世でもあの世でもない空間をさまよう「私」は
そのうち、かつて自分の居たところ、死後の世界に辿り着いていた。帰路を辿
る間、「ある人間」つまり「私」が宿っていた人間がその人生を通して得たも
のに対し、歓喜をおぼえる。得たもの、それは魂という姿に戻ってもなお残り
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つづけるもの。魂の世界では何の役にも立たない現世での権力や地位、肩書き
などではなく、魂がその充足を得られるもの。魂がより純粋で美しくなれるも
の。それは、現世において、人が苦難や試練に直面しても前向きに克服してい
くという経験を重ねたときに、次第に生の尊さを悟り、自分の辿ってきた道筋
を見わたせる、そのとき同時に得られるものではないだろうか。自分に課され
た、決して平坦ではない人生をまっとうできたことへの喜び、それを「私」は
感じえたのではないだろうか。
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Johannesjgrgensen

HDstdrgm

JegdrZmte iNa tomBde
Skove ihDst l igRegn .

LangsSt ienstodvaadeogrzde

devisneRisbZgesHegn.

JegsaaedenregntatteTaage
udo ve r e t s k o v k l " d t L a nd ,

ogdybtme l l em l zVrgdeBanker

enG l ansa fe tb l yg raa tVand .

Detvarsaa langtfiPaa lVerden ,

saafy&rnt,frahvorMenneskergaa.
OmmigstodsomenRingmur

HDstregnensTaagegraa.

Vejenvarvaadogzde,
detskumrediTaagernesLag.
JeghzrteRegndryssetsRislen
ogmit町錘rtesangstfuldeSlag.

. .､Jegvaagned・Menmidt iSolen
determig,somendnujeggik
hinDrgmmeskovsgdeStier,

ogHzstregnentaagermitBlik.

SomvarmitL ivkunenVandren
adV・jeidryppendeRegn-
somst"ngedmigevigtinde
derDdeRisbggesHegn.
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秋の夢
００

私は昨夜夢を見た
秋の雨に濡れる空虚な森

その小道に沿って濡れしおれた
赤いブナの幼木が並んでいた

私は森におおわれた大地の向こうに
濡れない霧を見た

そして赤く染まったブナの間、その奥深くに
鉛色に輝く雨を

＄

それは全世界のかなた
人々の歩く道からはるか遠い
私の周りには秋雨の灰色の霧が

壁のように立ちこめていた

道は濡れ、人気はなく
霧の層に消えている

私はしずかに降り注ぐ雨の音を聞いた
そして不安に満ちた心臓の鼓動を

･ ･ ･私は目覚めた。太陽の真ん中、私はそこにいる

その私は夢の中のさびれた小道を
まだ歩いているかのようだった

そして秋の雨に私の視界はかすむ

私の人生は雨の滴る道を
ただ紡樫ったに過ぎなかったかのようだ

あの赤いブナの囲いの中に
私を永遠に閉じ込めた雨の滴る道を

６
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JohannesJDrgensen(1866-1956)

JensJohannesJzrgensenは1866年フュン島の港町Svenborgで生まれた。父
は船主であり、裕福で敬虐な雰囲気の家庭の中で幸福な幼少期を送る。町にラ
テ ン 語 学 校 が な か っ た た め に 小 学 校 を 出 て す ぐ に コ ペ ンノ ､ - ゲ ン に 出 た
Johannesは1886年大学に入り動物学を専攻する。この頃からGeorgBrandes
(1842 -1927 )の率いる自然主義の影響下に入った。ダーウィンやヘツケルの進
化論に熱中する一方で、しかしながらJgrgensenは異端の神を崇拝する背教徒
の詩人として出発した。この時期に発表された処女詩集「詩集」（1887)及び続
く「気分」（1892)は主としてBrandes風の自然主義の影響がみられるものの、
後に傾倒するフランス象徴派の影も窺える。90年代に入り、Brandes流の社会
急進主義から脱却した後大学時代から親交を続けてきたSo p h u s C l a u s s e n
(1865-1931)、ViggoStuckenberg(1863-1905)と共に本格的にフランス象徴主
義に近づいた。１８９３年Jgrgensenが中心となって象徴主蕊の雑誌乃αγ"“を刊
行。紙面においてデンマークで初めて公にSymbo l i smeという言葉を用いた。
しかし"α r " “はわずか１年足らずでその短い歴史を閉じてしまう。1895年友
人とともに訪れたイタリアのアッシジでカトリックに改宗し、後はキリスト教
文学を主に執筆した。改宗後その人生のほとんどを外国、主にイタリアで過ご
し、老いて後は生まれ故郷のSvenborgに戻りそこで晩年を過ごした。

解釈

この作品は1894年刊行の詩集『信仰告白』に収められた一篇である。1894
年はJDrgensenが自然主義から脱却し、仲間とともに文芸誌"αr " “を刊行し
た年である。また１８９５年カトリックに改宗する１年前でもあり、この年は彼
の中で様々な思念が渦を巻いていた時期であろう。自然主義に傾倒していた
1880年代から1890年代に入ると、彼の詩作においてはフランス象徴派の影響
が色濃く見られるようになる。この『HzstDrDm』においてももはや自然主義
の影響は感じられず、退廃や不安、形而上的なものへの憧撮といった世紀末象
徴派を代表する思念が全編にわたって漂っている。

１連目から４連目まではJgrgensenが見た夢の情景が描写されている。秋雨
の中を人気のない森に向かって、あるいはその森の周りを一人の男が歩. ,いてい
る。男の歩く先には紅葉に赤くなったブナの幼木が並び、その道の先には森が
広がり、さらにその先には霧が立ち込めている。男の視線は２連目、３連目は
その森の先に向けられ､その彼方に広がる世界に或る種形而上的な神聖さを感

７
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じてはいるが、次の瞬間には足元に広がる現実世界へと引き戻され、自らの不
安にかられた鼓動をはっきりと感じている。５連目に彼は目覚めるが、しかし
夢と現実の区別はついていない｡夢のなかで彼に降り注いでいた秋の雨は目覚
めて尚彼の眼前にちらつき、視界を曇らせている。今の彼を捉えているのは森
の彼方に見た希望よりも、むしろ自分は決してそこにたどり着くことはできな
いであろうという絶望とあきらめの気分であるが、同時にそれに甘んじ、陶酔
している退廃詩人としてのJDrgensenもみることができる。
彼が感じていた不安とは一体なんだったのか。それを断定することは不可能

であるし、またさして意味のある試みでもないように私には思われる。おそら
くそれは、彼の生きた時代に社会に蔓延していたものであるかもしれないし、
あるいは彼の個人的なものであるかもしれない。しかしながら人間の心にある
不安や魂の不在といった概念はどの時代、どの地域においても共通のものであ
り、その源は様々であるとしても、事物の形而上的な側面に惹かれ、ありふれ
た日常の風景をとおして人間の内面を表現したJDrgensenの詩は１００年経ても
なおその輝きを失ってはいない。

』
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JohannesJDrgensen

SanktHansNat

SkarsommernattensLuftafVel lugtstr ibes
- duggkm igHy l dog f ebe r s yg Ja sm i n -

derh idserv i l d tsomdrukneKv indersKys

ogdragerkysksomDuf ta f t va t t e tL i n .

DenhedeLu f t e r t " t og tunga fEm ,
ogSzensblegeBl ik iTaagebl indeS.
OgMaanensrede,rindendeHexe-Qie
dentykkeDist i lsvu ineRingetv indes .

Jegvandre r i ndadsmaaogsma l l eGader.

De laveHuseramtogbruns t ig tsvede
ogst inkersk iddentgennemaabneMunde
- ogL " n g s e l g r i b e rm i g og so r g t u ngL ede .

ThidennesammeNat,derti"1desover
enBy,somfamlerdrukkentilsitLQje,
denrandermedsinBr&mafredenGuld
mit町emlandsMarkermeddehvideVaje.

...Alenegaarjegadenfi･emmedGade
med町露rtettungtaflyseN&ttersMinder.
...Jegersaatr"tうsaatommemineH"nder.
OgSomrensSBIviDraaberfiPamigrinder.
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夏至の夜

■0

芳しい夏至の夜の空気が縞になって流れる
-露に濡れたにわとこの花と熱病に冒されたジャスミン-

それは酔った女の口づけのように激しく燃え上がらせ
洗いたてのリネンのように清らかに魅了する。

この熱い空気は蒸気がたち込め重苦しく、
海の蒼ざめた眼差しは霞に遮られる。

そして月の赤く潤んだ魔女の目は
濃い錨に絡み合い大きな輪になる。

私は細い小道を紡裡う。
低い家々は刺激的で発情期を迎えたかのような汗の臭いがし

開いた口からは悪臭が漂う
一そして憧れと悲しみに満ちた嫌悪が私をとらえる。

この同じ夜が、
酒に酔って寝床をさがし求める町にひろがっている、

それは赤く金色に輝く光で
何もない無垢な道の続く故郷の大地をいろどる。

…一人私は見知らぬ道をゆく
明るい夜の思い出に重くなった心とともに。

…ひどく疲れ、私の手には何もない。
そして夏の銀色の滴が私からこぼれ落ちた。Ｉ

１
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解釈

象徴主義時代のJzrgensenの詩にはいくつかの特徴があるが、その一つとし
て色彩があげられる。赤、青、白、銀、金、鉛色と一見色彩豊かな表現のよう
にも思えるが、それらの色彩は詩の中においてはほとんど現実世界と同じ輝き
を放ってはいない。Jzrgensenの詩においては一つ一つの色が主張することは
なく、それらは一篇の詩の中で融合し、結果的に全体は倦怠感や不安といった
情感を漂わせている。これが９０年代のJzrgensenの詩が「灰色のロマン主義」
と言われる所以である。Jergensenは詩の中で注意深く色彩を選び、調合し、
総合した。

この作品においては対比が一つのキーワードである。一連目のcCduggke l ig
Hyld ' 'とGGfebersygJasmin ' 'の、この二つの花に象徴される純潔なものと病的
なものとの対比は以降次の行の"Duftaftv&ttetLin''とccdrukneKvindersKy3'、
二連目のCCSDensblegeBlik' 'と"MaanensrZde,rindendeHexe-Dje"、三連目の
CGL"11gsel''とcGsorgtungtLede''、四連目のccmit町emlandsMarkermeddehvide

vGje"とu.By,somfamlerdrukkent i l s i tLQje ' 'と、繰り返し現れる。これらの
対比によって象徴される理念が一連一行目の<Cst r ibes ' 'が表すように、溶け合
うのではなくそれぞれ主張し、JDrgensenに心の迷いを植え付けているのであ
る。夏至の夜の一種独特な雰囲気の中、詩人が見たのは堕落に身を染める町の
風景でも、白い小道の続く故郷の大地でもなく、それらを通して人間の本質、
すなわち本能と理性の姿であった。Jergensenは日常のモチーフを描写しなが
ら、その中で相反する二つの思念､退廃と健全を表現している。しかしながら、
この詩の中でJergensenがより惹かれているのはにわとこの純粋性ではなく、
ジャスミンの怪しい魅力である。純粋なものに惹かれつつも退廃に浸るG6Jeg ' '
はJBrgensen自身であるとともに世紀末の社会を象徴するものでもある。しか
しながらJz r g enSe l lは生粋の退廃文化に心身ともに染まることもまたできな
かった｡徐々に象徴主義のデカダン的な性格よりも神秘的な面に惹かれていっ
たJzrgensenはZbαγ"erが廃刊になった直後、カトリックに改宗し世紀末象徴
派とも違う道を進むことになった。

↑

e p

1１



＝

TomKristensen

Henrettelsen 死刑執行

Se,bBdlenrensertredjegang
sitsvardfbrblodogfilgt,
ogtrendergdeflammerstAr

pakludell,hanharbrugt;
menjegerhoved lesogd" ,
niraiettegangenfiammesglGd
sl irud,sIArud

pAbzdlensklud.

見よ、死刑執行人は三度目の、
刀の血糊とぬめりを清め
赤く燃え立つ三筋の炎が
彼の布切れを染めている。
だが私は首なき骸
六度目にかの炎の灼熱が
死刑執行人の布切れに
註るとき、註るときには

Vikna lerned ,v i tyvemand ,
medhovedetStraktfi･em9
Qgjegskaisedetblankesvard
sIAhovedetaffem;
menaiettegang,mensjettegang,
nirt idenbliverdedsenslang,
erq jet i ,
eraltfbrbi.

地に脆く我ら二十人
頭を前に突き伸べて
私は見るのだ埋めく刀が
五つの首を落とすのを。
だが六度目、六度目に
時が死の悠久を告げたなら
目は閉ざされて
すべては終わる。

Nupudserbedlenqerdegang
sitsvardmedsammeklud,
mensnummerfHreramlerom,
ogblodetpeserud,
ogbzdlentr "dergansken"r ;

jegskelnerh"ftetpahanssv=rd,
etdragesving

pah&ftetsring.

今 死刑執行人は四度目の、
同じ布切れで刀を拭い
そのとき四番は倒れ臥し
血潮がどっと噴き出して
死刑執行人が間近に迫る。
私には見える刀の柄の
柄輪の上の
揺れるドラゴン。

Sidra ie r jegmi thoved l id t
ogserhamtruestoroggr i
medragetskalognggenpisk
modhimlen ,somerb la .

わずかにこうべを巡らせば
大きく灰色に威嚇のかたち
払った鞘と抜き身の刀身
青い空へと突き出す姿。
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’Jegser l l ver tenke l thar,dergroribZdlensbrynogn&sebor.

Jegserogser

numerogmeｒ．

私は見る死刑執行人の眉、鼻に
生えている毛の一本までも。
私は見る、見る
今こそもっと、もっともつと。
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Nurenserbzdlenfｂmtegang
s i tsv " rdfbr fUgtogb lod ,
oghovedetafnummerfem
erstandsetvedhansfOd;
ment idenersAevigt lang
t i ls iettegang,t i ls jettegang,
Jegtrora imer,●

atnogetsker.

今や死刑執行人は五度目の、
刀のぬめりと血糊を清め
五番の首は
彼の足元。
だが時間は無限に続く
六度目まで、六度目までは。
私は信じる
起こりはしない、もう何事も。

ＥｒｖｅｒｄｅｎｇＡｅｔｈｅｌｔｉｓｔａ？
Ｅｒｓｖ髭rdetfmldaffilgt？
Skalbedlenevigtpudsedet
ｏｇａｌｄｒｉｇ錨ｄｅｔｂｒｕｇｔ？
Minnakkesmerterudenstands,
ogsmertensIAreni lsomkrans
iha lsenskzd .
Erjegmondの｡？

さては世界は静止をしたか？
彼の刀はぬめりすぎたか？
死刑執行人はその刀
拭い続けて、振るいはせぬか？
うなじの痛みは絶え間なく
早手回しの花の輪を
喉の肉へと食い込ます。
もしや私は死んでいるのか？

NGj,bBdlenstirendnuogser
langssv"rdetstynde,saie"g.
Sitr"derhandetnasteskridt
ogstandser-maler-gar l idtv"k .

ちがう、死刑執行人は立ったまま
薄くつよい刃に見入る。
それから一歩を踏み出して
立ち止まり、目測して、つと下
がる。
私は見る黄金虫ののどかな歩み、
背中のアーチに緑のメタルを
のせて歩んで行く
死刑執行人の足元めざして。

● ● ●

Jegse renb i l l e vandre t r yg

medgmntmeta lpAhv& l ve t r yg ,
denvandrermod

enbcddelfbd.
● ● ●
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TomKristensen(1893-1974)
ｰ

詩人〈小説家、文芸批評家。２０世紀モダニズム第２世代の中核として活躍、
その詩及び小説の多彩な言語使いは表現主義の絵画に擬せられた。処女詩集
「略奪者の夢」(1922)をはじめ、これに続く詩集「奇跡」、「孔雀の羽」（いず

れも1922)等においては、外界と人事を研ぎ澄ました五官で捉え、豊かな色彩
と力強いリズム感を駆使して第一次大戦後の混沌を表現している。掲載詩

(1922)には、この年の日本・中国旅行での見聞が下敷きにされているかもしれ
ない。詩人・小説家・批評家を兼ねたことから想像するに、自らの人生体験の
粁余曲折が天性の資質と絡まり合って、作品に複雑な陰影を、思想に一再なら
ぬ転移をもたらしたのではないだろうか。

解釈

「死は、誰にも等しく訪れる。どのように死ぬのか、なに故に殺されるのか
は問わない。だから、人生とは死刑の執行を待つ時間のようなものだ。だが、
死ねば悠久の時間が待っている。死に至るまでの現世の時間もまた無限で、永
久にゼロにはならないのではないだろうか。死を見つめて、一刻一刻を真剣に
生きる限り・・・」

８行×８連、各連の第５行と６行及び第７行と８行に完壁な脚韻を踏み、赤・
灰・青・緑の色を鐘めて華麗、重厚にしてリズム感・色感に富む。この詩にも
彼の混沌と明断、激越と冷静という相反した資質が見られ、自己破壊への衝動
と再生(本来的自己の取り戻し)への祈りが込められているように思う。

1４
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MortenNie lsen

春景色ForaaretsHor isont

地は露に濡れ輝いて
天は顔と垂れ込めて

Ve r d e n e r v a a d o g l y s -

H im l ene r t unga fVade . . .

人は恵みを持て余し
涙こらえる術もなし

町ertetertungafLykke,
Lykkeligtn"rvedatgrade.

韻たち地は潤ひて輝ける恵みの春こそ泣かまほしけれ

MortenNielsen(1922-1944)

天折の叙情詩人。ドイツ占領下のレジスタンス運動のさ中に謎の死を遂げた
と言われる。そうした時代の重圧は彼の詩にも濃い影を落としているが、戦争
は必ずしも詩の直接的なテーマとはなっていない。戦争や死への抑圧感、恐怖
に抗しつつ、平和・自由・愛を強く希求して詩魂を燕い立たせ、美しいデンマ
ークの自然に不滅の生命を見ることによって生と死の垣根を越えて行ったの

ではないか。生前刊行の詩集は、掲戦詩を含む「武器なき戦士たち」（1943 )の
み。まさに彼は、銃剣ならぬペンの戦士として春を夢みつつ、冬の時代の短い
生を駆け抜けて行った。死後に、「遺稿詩集」（1945)、「詩集」(1954)。

、

解釈

「冬来たりなぱ春遠からじ。あの瑞々しくも希望に満ちた春の景色の中に再
び身を極くことが出来るであろうか。それを渇望するけれど、もし不可能なら
ば、いっそ死んで天国から春の地平線を心ゆくまで見渡したい」

１行５語×４行、実に漢詩の五言絶句に相似する。各行の同位置語(末 )に類
似の語(音 )を配し、簡潔・玲瀧にして音感的であるが、内容的には一筋縄では
いかぬ明暗・喜怒哀楽の綱い交ぜ模様を呈せしめている。即ち、Ho r i s o n t ･
Verden・Himlen・町ertetの各語に自然．現世・精神世界という二重三重の意味
を持たせるとともにv22d．V"de･gr "de･tung(2回)とlys･ lykke(2回）との対
照関係を持ち込んでいるのがそれである。
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F rankO'hara

Qp Hvorforjegikkeermaler

Jegerikkemaler,jegerdigter.
Hvorfbr？Jegtrorjeghellerejegvillevaere

maler,mendeterjegikke.AItsaa,

Foreksempel .MikeGoldberg
erbegyndtpaaetbil lede・Jegkiggerfbrbi.

' 'S idnedogtagendr ink , ' ' s iger

han .Jegdr ikker,v idr ikker.Jegser
op . ' ' Duha rSARD INERder. ' '

' ' Ja ,dermangledeetel lerandet.”
' 'Ahh. "Jeggaarogdagenegaar

og jegk iggerfbrb i igen .B i l l edet

gaars ingang,ogjeggaarogdagene
gaar,Jegkiggerfbrbi・Bil ledeter
faerd igt . ' 'HvorerSARDINER? ' '

Dererkunetparbogstaver
t i lbage , ' 'Detvarfbrmeget ,s igerMike .

Menjeg？Endagtaenkerjegpaa
enfarve:orange.Jegskriverenlinje

omorange・Snarterdeten
helsidemedord,ikkelinjer.

Ogsaaensidetil.Detburdevaere
megetmere,ikkeorange,men

ord,omhvorfbrfaerdeligorangeer
oglivet.Dagenegaar・Deterligefrem
prosa,jegerenrigtigdigter.Mitdigt
erfherdigtogjegharikkenaevnt

orangeendnu.Detertolvdigte,jegkalder
demORANGEADER・Ogendagigalleriet
serjegMike'sbilledekaldetSARDINER.
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なぜ僕は画家ではないのだろうか

僕は画家ではない、僕は詩人だ。
なぜだろう？僕は画家にむしろなりたかったんだろう

と思うが、僕は画家ではない。つまりのこと、

例えば、マイク・ゴールドベルグ
-枚の絵を描き始めた。それを見に僕は通りかかった。

「座って酒でも飲んどけ」と彼は

言う。僕は飲む。僕たちは飲む。僕は
見上げる。「SARDINER鰯と描いているんだね」

「ああ、でも何か欠けているんだよな」
「ああ。」僕は出て行き、日々は過ぎ去った。

僕はまた絵を見によった。絵は
進んでいた。そして僕は出て行き、
日々は過ぎ去った。僕は見た。絵は

ぐいた。「SARD INERという文字はどこにいってしまつ

が、
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Ｆ
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１
ｎ
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出来上がっていた。「SARD INERという文字はどこにいってしまったの？」
書かれていたのは、ただ二文字だけで、
「多すぎたんだよ」と、マイクは言った。

じゃあ、僕は？ある日
僕は、ある色について考えていた。オレンジ色だ。僕は

オレンジ色について、一行書いてみる。数行では収まりきらず、
すぐにページ全体が、言葉でいつぱいに埋め尽くされた。

もう１ページも。もっと埋め尽くさなくては、
オレンジ色ではなく、言葉で。

オレンジという色が、そして人生が、いかに恐ろしいものなのかについて。
日々は過ぎた｡僕が書いたのは､ほとんど散文のようなものになってしまって。

僕は真の詩人なんだ。僕の詩は完成し、
まだ僕は詩の中で、オレンジという言葉を

使っていない。僕が書いたのは、十二編の詩で、僕はそれを
オレンジエーズと名づけた。そしてある日、ギャラリーで、

マイクの絵に、鰯という題がつけられているのを、僕は見たのだった。
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FrankO'Hara(1926-1966)

1926年アメリカ、メリーランド州のボルテイアという都市に生まれる。
１９４４年、18歳の時に、アメリカ軍に入隊する。1946年脱退。その後ミシガ

ン大学で文学を学ぶ。その後ニューヨークに移り、ホモセクシヤルとして自由
に生き、芸術への欲求を満たす。その間、Cec i lBea tonという写真家の助手を
短期間勤める。１９５１年２５歳の時、近代芸術美術館に勤め、その仕事のかたわ
ら詩を書く。1953年GcArtNewg'に記事を書く。1955年美術館を辞める。
１９５２年G0ACityWinter''を出版。1957年''MeditationsinanEmergency''で広く

知られるようになる。ニューヨークという町にインスピレーションをかきたて
られ、モダニズムの影響を受けた詩人。
１９６６年ニューヨークのロングアイランドにある、ファイアアイランドとい

うビーチで車にひかれて亡くなる。
この詩は1964年の''LunchPoemS'に収録されている。

解釈

第一連では、自分が画家でなく、詩人であるのはなぜだろう、という自己
の詩人としてのアイデンティティに関わる問いが提示される。

第二連では、まず、画家にまつわるエピソードが描かれている。画家は、
SARD INERという単語をキャンバスに描いていたが、最後には、SAという二
文字に抽象化した。画家は文字を削除した。欠けていたのは、つまり、余白だ
ったのである。

第３連では、詩人である作者の抽象表現の方法が書かれている。画家が、削
除する、という方法をとり、単語を二文字に抽象化したのに対して、詩人は、
行を散文に増やすことで表現した。また、画家がSARD I N ERとキャンバスに
全部は描かなかったにも関わらず、題名にのみ、その主題をはっきりとあらわ
したのに対し、詩人は、詩の中に直接オレンジという言葉をださず、抽象的に
詩の中で表現し、また、題名についても、主題と共通させて、オレンジとせず、
オレンジエーズという、主題をあえて抽象化した題をつけた。つまり、この詩
の中では、画家と詩人の抽象表現の過程､方法の違いが書かれているのである。
抽象表現の方法は違えど、この詩の中から、絵と詩の共通点が読み取れる。

一つ目は、絵の中では、はじめは単語が描かれ、最後には二文字にけずられ、

詩の中では、一行が散文に増やされたように、詩も絵も共通して、作品をつく
る過程で、最初のイメージとは違うものに変わってしまう、という点である。

1８



い噸鮴跡岫鋤悪癖辨琳鍵諏識群郷蹴鍛辨蝋纈噸藤鯵妙塘瀧神軒鼎弾瀞瀞熱撫峨轄鴬蔑溌知Ⅱ１１！

１

二つ目は、この絵においても、この詩においても、その主題を作品自体に直接
はかかなかった、という点が共通している。

つまり、表現の方法は違うが、詩と絵はいくつかの点で共通しているのであ
る。では、なぜ、オハラは画家でなく、詩人なのであろうか。表現方法の違い
は書かれているものの、やはり、共通点のほうが強調されているように感じら
れる。つまり、画家でなく、詩人であることへの論理的理由はこの詩の中では
結論づけられていないのではないのだろうか。

それでもなお、オノ、ラはいう。僕は真の詩人である、と。論理的理由が見つ
からないのに、それでもなお、画家の方に傾くことなく、自分は詩人なんだ､
と言い切る姿勢にオハラの詩人としての確固たるアイデンティティ、誇りのよ
うなものを感じることが出来る。
フランク・オノ、ラは詩の中で､詩人としてのアイデンティティを描くあまり、

時に詩人である自分への図々しいまでの自己崇拝までもが感じられる。なぜ、
前編に収められた、PiaTa fd rupの詩の中に、彼の名が挙げられているのだろう
か。想像の粋を出ないが、例えば、主人公は詩をこよなく愛する一人の詩人で
あるとしよう。そして、手紙の受取人を、その詩人の旧友であると仮定してみ
る。詩人は友人に、昔、様々な話をしたことだろう。その中には、詩人として
の自分について、尊敬していたであろう詩人、フランク・オノ、ラに関する話も
含まれているかもしれない。詩人はフランク・オハラの詩を読むと、詩人とし
ての自分への誇りや自信がわいてくるのかもしれない。フランク・オハラの名
をずっと手紙すらもらっていない、でも心に深く残っている大事な友人への久
方振りの手紙に書くことにより、オノ、ラについて話していた頃の自分達を振り
返るとともに、詩人としての誇りを今も持ち続けている、という今の自分に関
する現状報告をしようとしているのではないか。そんな詩人が自分を表現し、
相手に自分の気持ちを伝える一番の方法は詩を書くことであろう。ただの手紙
でなく、散文詩調の手紙を書いたところからも、主人公の親愛なる人への深い
思い入れが感じとれる。
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HalfdanRasmussen

REGNEN 雨

Ienn"mbamdom
●VarregnenmmVen.

Vannogfbltroligsomenhestemule

k"rtegnededenminespinkieskuldre
ogbyggederedeimithAm

ずっと遠い子供の頃
雨は私の友だった。
馬の鼻づらの様に温かく打ち解けて
私のやせた肩を優しくなで
私の髪に巣をつくった。

Regnenvarmigaltidgod.
OgnarbZmenekommertilmig
medskyggerafl℃gn
idetlysetqj
vedjeg
atdekenderminhemmelighed.

雨はいつも私にとっていいものだった。
子供たちが明るい色の服を着て
雨の影をひきつれて
私のところへやって来るとき、
私にはわかっている
彼らが私の秘密を知っていることを。

彼らは私の膝に頭をのせ、
私は雨が歌うのを聞く
私が逃げ出した子供時代の。
私は干草に隠れた卵。
ちいさなくちばしが私の胸をつつく。

Ogl"ggerdehoVedetimitskDd
hGrerjegregnensynge
omtiderjegflygtedefra.
Jegerdetskiulte"gihzet.
OgsmAn"bpikkermodmitblyst.
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HalfdanRasmussen(1915-2002)

1941年に詩集『兵士か人間か(Soldatellermenneske』でデビュー。主に、『のっぽのピ
ーター・マッセン(LangePeterMadsen)』や『ハルフダンのABC(HalfdansABC)』など
の児童書で広く知られており、彼の韻を踏んだリズミカルな詩とユーモアな言葉づかい
には定評がある。しかし、彼自身は次のように記している。「私はおもしろい詩を書く／
私は悲しい詩も書く/前者は他の人たちが読み凧自身は後者を読む」これを悲喜劇的だ
と評する人もいるが、彼のいうところの「悲しい」詩は、１９３０年代の貧困・失業・戦
争の時代に始まる。戦時中は彼自身、当時大勢いた失業者の中の一人となる。しかし、
同時にこの時期に文学的な影響を受けるようになるのである。政治的には左翼であり、
人類の不正に対抗する理想主義者でもあった｡デンマークの文学名誉賞はほぼ全て獲得。
2002年に亡くなったばかり。享年８７歳。
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解釈

牧歌的な景色が描かれている第１連。ずっとずっと昔、まだ幼かった頃。そっと「私」
に降りそそぐ雨と、その雨に濡れてぐちゃぐちゃになってしまった小さな「私」の髪の
毛。心地よい懐かしさが伝わってくる。忘れかけていた子供時代が鮮明によみがえって
きたのだろうか。作者の「雨」に対する愛着を感じとれる、ほほ笑ましい光景である。

２連目になると、大人になった「私」のもとに子供たちが雨の影を背負ってやって来
る｡雨が家の外で勝手に降っているわけではない｡子供たちが影をひきつれてきたのだ。
何も知らずに雨の中やって来た子供たちと、どこかそれに１人怯える作者。「私の秘密」
とは一体ｲ可なのか。きっと作者自身の暗い過去のことであろう。子供たちが身に着けて
いる服の明るさと対比されていて、１連目とは一転、どこか暗雲ただようさまである。
１連目では温かさの象徴であったタイトルの「雨」が、ここでは影のような存在に変わ
っている。
そして３連目になると、大人になった「私」は雨音を聞きながら、「私」が逃げ出し

た過去のことを思い出す。ここでもまた、２連目の「私の秘密」が気になってくる。作
者は一体何から逃げ出したというのだろう。そして、干草に隠れた卵とは何を意味する
のか。何か秘密を持った卵だろうか。中身はわからないが、「私は干草に隠れた卵」と
は、秘密を背負い込む「私」の心の状態であろうか。最後の「ちいさなくちばし」とい
うのはおそらく、「私」のもとにやってきた子供たちをひよこに置き換えているのだと
考えられる｡作者の胸の中の後悔や敗北感をつつかれているような思いをするのだろう。
そして、ここまでくると、最後には「雨」は暗い闇のイメージへと変貌していく。
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：
この作品の中で、作者は「雨」に対してどのような感情を抱いているのだろうか。１

連、２連、３連と展開されるにつれて、読み手は雨に対するイメージをどんどん変化さ
せられるが、もしかしたらそれがこの詩の醍醐味なのかもしれない、とも思う。
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鴬

VagnSteen

目0jne

私のまわりでは世界はそれぞれの目の後
ろ結論の後ろ制限された理解の痙錐の後
ろにある目である

Omk r i n gm i g e r v e l d e nO i n e b a g
hve l tO iekOnk lus iOnerbegr "nset
fOrstaelsesmuskelkrampe

隣人の目監督者の目牛乳屋の商人の郵便
配達人の目はそれぞれ私の階段掃除を私
の牛乳購入の質を私のコーヒーの種類を
私の切手のゆがみを評価するそれは出所
のない神秘

nabOersQinevicev"rtsOinemalkehandleIs
kObmandspOstbudsqnevurdeI℃rmin
rengOringaftrappermmlkekObetskvalitet
kafFeWpefimalkerssk"vhedafSenderlOse
mysterier
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＃
Ⅲ
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Ⅱ
＃
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Ⅱ
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冊
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Ｈ
唖
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Ｍ
Ｉ
＃
僧
附
一
ｈ
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ｆ
Ⅸ
階
Ⅲ
１
１

医者の管理カードは目である‘病院の住民
登録所の銀行の情報照会センターのおそ
らく警察のものも気持ち悪い表面が短い
考えを導く目かぎづめの中の目表に印を
カードに穴を置くための知能の低いプロ
グラムに通じる目

l"genska l tOtekerQ inesygehusets
fOlkeregistretsbankensOplysningsbureauers
maskepOlitietsqnekIybdyrklammefacader
fOrkOrtetankerQjneiklOhAndQjneder
fOrerti l imbecilprOgrammeringfbrat
anbringCtegniskemakliphulikOrt

いつか私はリストを作って私を追いかけ
るものを列挙することができるスパイの
目諜報部員同位元素を探す人

e n liste
spionOjne

e n d a g k a n j e g l a v e
OpregneminfOrfulgthed
lyttepOstersOgeisOtOper

そしていつか私は青茶色緑色の暗い目に
集中することができるその目は稲妻やビ
ロードのように私に向かってまばたきを
してそしてとても単純なプログラムにお
いて私を男と認識する

OgendagkanjegkOncentreremigOmde
blabrunegrOnnemOrkeQjnederblinker
mOdmigsOmlynellerflOilOgOgs&ien
sireenkelprOgrammeringplacerermigsOm
mand
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＝

VagnSteen(1928-)

1928 . .年、ホルベックで生まれる。文学修士の資格を持ち、プログラマーと
しての経歴を経て、１９６４年に詩集》Digte?<<でデビュー。他の作品に》Jeger
ingen"(1968)や沖Narl"rerenskoneeriBrugsen<<(1978)がある。1985年にはEmil
AarestrupMedaillenを獲得している。

VagnSteenは時代的にモダニズム詩人に分類されると思われる。しかし彼が
創作する詩は主にV i s u e l p o e s i (視覚的な詩）と呼ばれるもので、文字の役割
が、組み立てて単語を作るだけにとどまらず、詩の視覚効果にまで及んでいる
のが最大の特徴であり、魅力である。モダニズム詩の特徴である言語的実験が、
言葉の意味や詩の内容に加え､芸術作品の一素材としての文字の可能性追究に
ま で 至 っ た こ と は 非 常 に 画 期 的 だ と 言 え る だ ろ う 。 （ 彼 の 他 の 作 品 は

で見ることができる。）2】1sｔｅｅＵ１ｈｔｍｌgaI1eli/ｌｗ８ｄｅｒｖ臼://www.afbnitD.dk/htt

解釈

作品の書き出しにあるOmkringmigerverdenOjne、これがこの詩の内容すべ
てを物語っていると言える。

この詩が発表されたのは１９６７年である。１９６０年代のデンマークと言えば、
国が国民全体を管理する社会制度の幕開けの時期にあった｡今でこそこの管理
体制は定着しているものの、当時はおそらくそのやり方に対して問題提起する
動きも多くあっただろう（今現在、日本で国民背番号制が議論されているよう
に)。この詩の内容は、そのような管理社会を皮肉ったものである。
第２連では、作者の周りにいる人間が、作者の行うさりげないことまで監視

する様子を述べている。そして第３連では、個人ではなく、社会全体が私の存
在そのものを監視している様子が描かれている。当時のコンピュータ( imbec i l
prOgrammering)はデータを読み取る時、カードに開いてある穴の配置をもとに
処理を行っていた。第３連にあるk lOhandとは、カードに穴を開ける機械の中
にあるかぎづめのことである。第４連ではついに、作者を監視しているものを
具体的に認職するところにまで至っている。ここで出てくるsOge i sO tOpe rと
はもともとは物理用語でいう同位元素のことを指すが、ここではおそらく、作
者が自分に似ている別の人間を探そうとするその欲望やら行為のことだと、私
は解釈した。

ここまで人工的な監視体制を具体的に述べているが、第５連では、監視の目
に囲まれている社会であっても、作者を見つめる目（私はこれを異性の目だと

2４
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一

キ

解釈した）によって作者がその存在を確かめることができることを表している。
この詩にはあらゆる部分にモダニズムの特徴を読み取ることができる。単語の
使い方もそうであるが、それ以上に文がどこで区切ることができるのか、どこ
をどう修飾しているのかが一見わかりにくい。しかしそれも作者の意図だろう。
翻訳するにあたり、句読点はあえてつけないことにした。読者の読み方次第で
解釈が幾通りにもできるこの詩は、非常に奥深い作品と言える。
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P iaTa fd rup

冷たい手紙
".FROSTBREV

拝啓K& r e

昨 晩 寒 気 が や っ て き ま し た
そ し て 今 朝 南 東 か ら 雪
とても静かに降りました
ほとんど気付かないうちに
それは年に一度しかない初雪
降ってきたのです
突然の白
そして私はあなたと話す機会が
できました
お互い
声に出さずに

Inatkomh･osten

og imorgessneenfrasydzs t
denfa ldtsAst i l l e

n "s tenumarke l ig t

somkunAretsfbrstesne

kommerdalende

pludse l ighv id
o g fi k o s t i l a t t a l e

medstemmer

anderledesvendt
modhinanden

medordhentetfrem

fi･asidstevinter

昨年の冬からしまっておいた言葉を
引っ張り出してきて

素晴らしい朝でした
私が長く知っていた朝より
素晴らしい朝
雪 だ お めで と う ！
私 の 息 子 が 叫 び ま し た
飛び跳ねながら
ソファーからテーブルへ
窓から窓へ
床の上を歩くなんて出来ないのです
雪が降る日には
あまりに突然の白だから
あなたには分かるでしょう

Detvarenvidunderl igmorgen
bedreendjegharkendtdemla
T I L LYKKEMEDSNEEN１
rabteminszn
menshansprang
framBbelt i lmgbel
f rav induet i l v indue
mankan j o i k kegap i gu l v e t
nardetsner
sApludselighvidt
fbrstardunok

l " nge

-
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写

66年と同じような冬がやってくる
４月までずっと雪だよ
郵便屋さんはそう言い私に新聞を渡した
４月まで-というのが当たったら
ビールを一本あげると
約束しました

Vifarenv in" rsomi66

sneligetilapril
sagdepostenogstakmigavisen
Jeglovedehamenzl
hvishanfikret･
-tilaprilaltsa.…

親愛なる人、一日中とても素晴らしくて
その晩フランクオーハラを読みました
それはいつもとても生き生きと
語りかけてきます
私の血の影となってる部分に
写真の中の２５歳の彼が
私に笑いかけてくるのを急に見ると
私がどんなに嬉しくなるか
あなたには考えられないわ

K"re,heledagenharv"retsAfbrunderlig
11ellunderaitenl&stejegFIankO'Hara
deraltidhartaltsalevende
tilskyggemeimitblod
dajegpludseligs&ham
smiletilmigpibilledet
kunfemogtyveArgammel
dukanikket&nkedig
hvorgladjegblev

Ｉ

親愛なる人、もう遠い昔のことです
あなたから最後に手紙をもらったのは
もしもあなたが雪に閉じ込められたら
手紙を書く時間が出来ますよね？
もしも本当に
１１月から４月まで冬が来れば
手紙を書く時間が
たくさん出来るでしょう
どうか寒気よやって来て
そしてずつといてくれたら良いのに

敬具

K&re,deteraltfbrl"ngesiden

jegharhgrtfradig
hvisdusnerinde
魁rdumasketidtilatskrive？
hvisvivirkeligfarvｍter
fianovembertilapril
hvorkunnevisAnA
atskrivemangebreve
-gidfrostenerkommet

fbratblive.
Debedstehilsner
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PiaTafdrup(1952-)
００

1952年コペンハーゲンに生まれる。北シェランの農家の家庭で育つ。1981
年詩集『天使に穴が空くとき』でデビューする。1985年『春の川』、1986年『白
い熱』、１９８８年『数秒の橋』、１９９１年『水面を渡る』を発表。１９９１年に北欧文
学賞を受賞し、認知されるようになる。

自己の喪失、精神の内的分裂、人間の持つジレンマ、エロチックな願望、死
への恐れ、肉体の描写、自己の願望や憧れを主なテーマとした詩を書いている。

この『冷たい手紙』は、『春の川』の中に収められている。穏やかでやや感
傷的な作風を持つ彼女は現代デンマークを代表する.女性詩人の一人である。

解釈
北国北欧では、日本で「冬がやってきた」というのと同じような感覚で「寒

気がやってきた」というのであろう。冬がやってきて、雪が降っている。初雪
というのは当然のことながら、年に一度しか降らない。そんな特別な雪が降っ
てきたことで、主人公はある人に手紙を書きたくなる。主人公はだれであって
もいい。読み手自身であろうと、作者本人であろうと、読む人の解釈により判
断すればよいであろう。同じように、手紙を書く相手も誰であってもかまわな
い。主人公のずっと会っていない特別な友達だろうか、かつての恋人であろう
か、恩人であろうが。もしくは、主人公自身に問いかけているのであろうか。
想像は尽きない。おそらく、主人公は昨年の冬も、手紙を書こうとしたのであ
ろう。しかし、なにかしらの理由で思いとどまり、今年再び、去年から言いた
かった言葉を手紙にしたためるのであろう。

息子が雪を見てはしゃぎ、飛び回る。飛び跳ねながら～突然の白だから、と
いう表現は特に、言葉の感覚が優れている。雪というのが北欧の人々にとって
いかに特別なものなのかが伝わってくる。

６６年と同じような冬というのは、記録的雪嵐が続いた１９６６年のことを指し
ている。１１月から４月まで雪が続いたのである。のどかな郵便屋さんとのや
り取りの後､詩の中で急に感情の高ぶりが見られる。フランクオーハラとは誰
だろうか。なぜ彼の名をわざわざ挙げているのか。ここではあえて取り上げな
い。後編の詩集を読んでいただきたい。

もしもあなたが雪に閉じ込められたら、という表現から特に、作者の激しい
感情が読み取れる。

ロマンチックで感傷的な詩である。北欧の人々にとって特別なものである、
雪、さらに白という視覚的要素を詩の中に取り入れることで､親愛なる人への、
主人公の特別な、切ない気持ちが伝わってくる。

。〃
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SgrenUIr ikThomsen

Levende
regnvandetdriver

nedadminarm

jegerlevende
telefbnenringer

rgreterkoldtihanden
jegerlevende

gr"der
l&ggerminhind

modminnakke
jegerlevende

portensm&kker
bilernesuserbagmuren

jegerlevende
mittqjerbeskidt

vandetkoger
jegerlevende

l"ngesefterdinstemme
denerherikke

stzdermodbordet
jegerlevende

kanhuskelugten
ihanslej l ighed

１

１

bl&stenpastat ionenvedhavnen

jegerlevende
findergamledigte

breveerindringer
l O a r 8 i r 7 A r l a r

jegerlevende
skrivetilkontor

malkenersur

jeggrader
jegerlevende
grader
levende
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生きている
■､

雨水が流れる
私の腕を伝って

私は生きている
電話が鳴る

受話器は手の中で冷たい
私は生きている

泣く
手を置く

首のところへ
私は生きている

門がばたんと閉まる
車が壁の後ろで疾走する

私は生きている
私の服は汚れている

湯が沸騰する
私は生きている

あなたの声を恋しく思う
それはここにない

机にぶつかる
私は生きている

においを覚えている
彼の部屋のにおいを

港のそばの駅の風を
私は生きている

古い詩を見つける
手 紙 を 記 憶 を 見 つ け る

１ ０ 年 ８ 年 ７ 年
私は生きている

事務所に手紙を書く

１年

牛乳がすっぱい
私は泣く
私は生きている
泣く
生きている
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SDrenUIrikThomsen(1956-)

１９５６年、カルンボーで生まれる。１９７７年に詩集刀iHvedekor<<を発表してデビ
ュー。その後､沖CitySlang"(1981)と》UkendtunderdenSammemine<<(1982)を出
版する。

SgrellUlrikThomSenは、１９８０年代以降を代表するモダニズム詩人の一人で
ある。モダニズム詩の特徴の一つに、詩の中に隠愉や言語的実験が多く見られ
ることが挙げられるが､彼の作品にもその特徴は非常によく現れている。また、
非常に繊細な詩を書くことでも知られている。１９８７年に発表された詩集沖Nye
d igte<<には、言葉の隠嶮やリズムを巧妙に利用して、人間の内なる感情を表現
する作品が収められている。１９９１年には詩集刀町emfalden<<を発表、同年にEmil
AarestrupMedaillenを獲得する。１９９５年からはDetDanskeAkademiのメンバー
としても活動している。
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解釈
’

’

１

ｉ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

ｉ

詩全体に見られる、ありふれた日常の描写。しかしその中にこそ、タイトル
である「生」が強く表れていることが読み取れる。

telefonenringer(聴覚）、rgreterkoldtihinden(触覚）、mittqjerbeskidt(視
覚)、kanhuSkelugten(嗅覚）、m&lkenersur(味覚）といった五感を使った表
現や、l"ggerminhAndmodminnakkeという、脈を感じ取る行為を述べている
であろう表現。坦々と述べられているこれらの様子に、作者は自身の生や存在
というものを強く感じていたのではないだろうか。

また、詩を見てまず印象に残る各行の特徴ある書き方にも、作者が定義する
生の意味が示唆されていると私は思う。日常生活において人は、感情の動きや
思考の変化を絶えず経験している。この状態、つまり生きている状態の不安定
さを、文の不安定な配置を用いて表現しているのではなかろうか。
最後の４行だけは、一つのまとまりとして文頭を揃えて書かれている。これ

が作者の主張であると私は解釈する。文中に何度か出てくるgr " d eと l e v ende
が、ここでは相関関係を成している。泣くという行為は、喜怒哀楽人間のどの
感情においても起こりうる。それによって「生きている」ことを実感する。ま
た、「生きている」というスケールの壮大さに、絶望とは違うがどこかやりき
れない思いを感じる時に、思わず涙がこぼれる。この相関関係に、作者が思う
生の本質が現れていると思われる。
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一心＃！

小
さ
い
魚
た
ち
は
そ
の
ま
わ
り
を
と
り
ま
き

海
草
が
た
わ
む
れ
に
か
ら
だ
を
よ
せ
合
い

蘭
の
花
は
枯
れ
ず
に
香
り

そ
う
で
す
月
の
美
し
い
夜

ひ
そ
か
に
そ
の
曲
は
鳴
る
か
ら
で
す

私
は
そ
の
曲
を
忘
れ
て
は
お
り
ま
せ
ん

い
つ
ど
な
た
が
お
た
ず
ね
に
態
っ
て

オ
ル
ゴ
ー
ル
は
海
の
底
で

そ
の
鍵
は
さ
び
ふ
た
を
永
久
に
開
か
ず

波
に
か
し
が
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

竹
内
て
る
よ

と
お
い
昔
に
私
は

オ
ル
ゴ
ー
ル
を
海
に
沈
め
ま
し
た

ふ
た
の
内
側
に
蘭
の
花
を
入
れ
て

海
の
オ
ル
ゴ
ー
ル

ど
な
た
が
お
た
ず
ね
に
な
っ
て
も

枯
れ
ず
に

〃、ノノ

香

と
お
い
昔
に
私
は

オ
ル
ゴ
ー
ル
を
海
に
沈
め
ま
し
た

ふ
た
の
内
側
に
蘭
の
花
を
入
れ
て

く
り
か
え
し
更
に
新
し
く
Ｉ

強
く
か
み
割
っ
た
果
実
の
種
の
よ
う
に

ほ
の
か
に
忘
れ
よ
う
と
す
る
遠
い
戦
懐

月
の
美
し
い
夜

私
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
は
鳴
る
の
で
す

そ
し
て
こ
よ
な
き
私
の
曲
は
う
た
い
ま
す（詩集「花よわれらは」）
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一
一

竹
内
て
る
よ
（
’
九
○
四
～
二
○
○
一
）

一
九
○
四
年
一
二
月
二
十
一
日
、
北
海
道
札
幌
市
に
て
銀
行
員
と
芸
者
と
の

間
に
生
ま
れ
る
。
芸
者
で
あ
っ
た
母
親
が
十
八
歳
で
て
る
よ
を
身
ご
も
っ
た
と

き
、
当
時
、
判
事
を
し
て
い
た
て
る
よ
の
父
方
の
祖
父
は
芸
者
の
母
親
を
嫁
と

し
て
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
息
子
と
の
結
婚
を
許
さ
な
か
っ
た
。
孤
独
に
産

ん
だ
子
ど
も
さ
え
連
れ
て
行
か
れ
、
何
の
生
甲
斐
も
も
て
な
く
な
っ
た
て
る
よ

の
母
親
は
、
石
狩
川
に
身
を
投
げ
て
自
殺
を
遂
げ
る
。
祖
父
母
の
も
と
に
引
き

取
ら
れ
た
て
る
よ
は
、
そ
の
後
は
彼
ら
に
育
て
ら
れ
て
成
長
し
た
。
十
歳
の
と

き
上
京
す
る
が
日
本
高
等
女
学
校
を
卒
業
間
近
で
病
気
療
養
の
た
め
中
退
す

る
。
三
年
間
の
婦
人
記
者
生
活
を
経
て
二
十
歳
で
縁
談
の
相
手
と
結
婚
す
る
。

一
児
を
も
う
け
た
が
、
同
時
に
結
核
を
患
い
、
病
気
を
理
由
に
夫
か
ら
離
婚
を

迫
ら
れ
た
。
亡
き
母
の
意
志
を
継
ご
う
と
い
う
決
意
を
思
い
起
こ
し
、
命
が
け

で
子
ど
も
を
産
ん
だ
が
、
二
十
五
歳
で
夫
と
離
婚
し
、
子
ど
も
さ
え
も
て
る
よ

か
ら
引
き
離
さ
れ
て
し
ま
う
。
ま
っ
た
く
消
息
の
わ
か
ら
な
い
息
子
が
た
だ
立

派
に
成
長
し
て
い
て
く
れ
る
こ
と
へ
の
願
い
と
、
詩
を
書
く
こ
と
と
が
、
そ
の

後
の
て
る
よ
の
闘
病
生
活
の
支
え
と
な
っ
た
。
二
十
五
年
の
歳
月
が
経
て
、
つ

い
に
息
子
の
消
息
が
明
ら
か
と
な
る
。
息
子
は
や
く
ざ
に
な
り
、
傷
害
事
件
を

起
こ
し
た
た
め
に
拘
渥
所
に
入
っ
て
い
た
。
刑
期
が
終
わ
り
、
成
人
し
た
息
子

と
の
再
会
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
て
る
よ
は
念
願
の
生
活
を
始
め
る
も
の

の
、
幸
福
は
そ
う
長
く
は
つ
づ
か
な
か
っ
た
。
舌
癌
に
襲
わ
れ
た
息
子
は
わ
ず

か
三
十
四
歳
の
生
涯
を
慌
し
く
閉
じ
た
。
て
る
よ
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
病
苦
と
極

度
の
貧
困
の
た
め
死
の
淵
を
さ
ま
よ
う
こ
と
が
幾
度
も
あ
っ
た
が
、
九
十
六
歳

と
い
う
長
寿
を
ま
っ
と
う
し
、
二
○
○
一
年
二
月
、
老
衰
で
こ
の
世
を
去
る
。

多
く
の
人
々
に
惜
し
ま
れ
つ
つ
、
そ
の
壮
絶
な
生
涯
に
幕
が
下
ろ
さ
れ
た
。
詩

人
と
し
て
の
竹
内
て
る
よ
は
、
戦
前
に
ア
ナ
キ
ズ
ム
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
、
児

童
文
学
で
も
活
躍
し
た
。
戦
後
三
十
年
に
わ
た
っ
て
少
女
雑
誌
『
家
の
光
』
の

読
者
の
詩
の
選
者
を
務
め
た
。
二
○
○
二
年
九
月
に
ス
イ
ス
で
開
か
れ
た
国
際

児
童
図
書
評
議
会
の
ス
ピ
ー
チ
で
皇
后
陛
下
が
引
用
さ
れ
た
竹
内
て
る
よ
の

作
品
「
頬
」
の
一
節
が
反
響
を
呼
び
、
自
伝
再
刊
の
動
き
が
出
る
な
ど
竹
内
て

る
よ
の
人
物
像
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
が
絶
版
に
な
っ
て
い
た
詩
集

も
再
刊
の
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
詩
集
に
『
叛
く
』
『
花
よ
わ
れ
ら
は
』

『
銀
の
そ
れ
矢
』
『
花
と
ま
ど
こ
ろ
』
『
巣
立
ち
』
『
夕
月
』
『
永
遠
と
人
生
』

『
静
か
な
る
愛
』
な
ど
が
あ
る
。
二
○
○
二
年
十
一
月
に
再
刊
さ
れ
た
竹
内
て

る
よ
箸
『
海
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
』
は
、
一
九
七
七
年
に
発
刊
さ
れ
、
大
き
な
反
響

を
よ
び
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

「
い
ま
、
私
は
あ
な
た
（
わ
が
子
）
を
語
り
、
私
の
母
を
語
り
、
自
分
を
語
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
人
生
で
は
、
平
凡
で
平
和
な
、
あ
た
り
ま
え
の
生
活
を
す
る

多
く
の
人
々
に
心
か
ら
の
敬
意
と
、
尊
敬
を
さ
さ
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
」

自
ら
の
苦
難
を
綴
っ
た
自
伝
的
小
説
『
海
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
』
の
序
章
で
、
著
者
、

竹
内
て
る
よ
は
こ
う
語
っ
て
い
る
。

解釈
０

２



過
酷
な
試
練
は
、
ど
う
し
て
特
定
の
人
を
繰
り
返
し
襲
う
の
だ
ろ
う
か
。
詩

人
、
竹
内
て
る
よ
の
歩
ん
だ
生
涯
に
お
い
て
、
彼
女
が
切
に
望
み
つ
づ
け
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
果
た
せ
な
か
っ
た
も
の
は
あ
ま
り
に
も
多
く
、
そ
し
て
そ
の
一

つ
ひ
と
つ
が
こ
の
う
え
な
く
重
い
も
の
で
あ
っ
た
。
二
十
歳
に
な
っ
た
て
る
よ

が
、
祖
父
母
か
ら
の
縁
談
を
聞
き
い
れ
た
の
は
、
母
親
が
な
し
残
し
た
女
と
し

て
の
幸
せ
と
苦
悩
を
、
自
分
こ
そ
は
母
親
に
代
わ
っ
て
つ
か
み
と
ろ
う
と
決
意

し
た
か
ら
で
あ
る
。
同
時
に
、
幼
い
頃
か
ら
病
弱
だ
っ
た
て
る
よ
の
た
だ
一
つ

の
楽
し
み
で
あ
っ
た
文
学
、
そ
の
道
へ
と
進
む
夢
も
あ
き
ら
め
、
文
学
の
世
界

を
通
し
て
出
会
っ
て
以
降
、
胸
に
秘
め
つ
づ
け
、
そ
し
て
め
ぐ
り
逢
う
こ
と
の

な
か
っ
た
、
憧
れ
の
男
性
の
面
影
に
も
別
れ
を
告
げ
た
。
し
か
し
夫
は
、
妊
娠

と
同
時
に
大
病
を
患
っ
た
て
る
よ
を
嫁
と
し
て
無
能
だ
と
み
な
し
、
彼
女
の
も

と
か
ら
去
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
て
る
よ
は
皮
肉
に
も
幼
い
わ
が
子
ま
で
奪
わ
れ

る
。
そ
の
後
、
病
床
生
活
を
孤
独
に
過
ご
す
て
る
よ
は
、
夢
も
希
望
も
何
一
つ

も
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
次
第
に
、
わ
が
子
の
た
め
に
操
を
立
て
、
わ

が
子
の
た
め
に
残
り
の
人
生
を
清
く
強
く
生
き
て
い
こ
う
と
心
に
決
め
、
い
つ

か
息
子
と
の
平
凡
な
二
人
暮
し
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
い
う
夢
が
、
て
る
よ
が
生

き
る
唯
一
の
糧
と
な
っ
た
。
つ
い
に
待
ち
望
ん
だ
再
会
の
日
が
訪
れ
る
が
、
息

子
は
す
ぐ
に
こ
の
世
を
去
り
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま
う
。
あ
こ
が
れ
に
も

見
捨
て
ら
れ
た
と
感
じ
た
て
る
よ
は
、
そ
の
後
は
一
切
を
捨
て
、
ま
こ
と
に
孤

独
に
徹
し
て
残
さ
れ
た
人
生
を
生
き
よ
う
と
決
心
す
る
。
そ
の
日
ま
で
、
結
婚

の
日
に
決
別
し
た
は
ず
の
一
人
の
面
影
の
男
性
は
、
変
わ
ら
ず
て
る
よ
の
心
を

あ
た
た
め
つ
づ
け
て
い
た
。
つ
い
に
め
ぐ
り
逢
う
こ
と
の
な
か
っ
た
そ
の
人
を

思
い
切
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
て
る
よ
の
最
後
の
迷
い
で
あ
っ
た
。

『
海
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
』
と
題
さ
れ
た
竹
内
て
る
よ
の
自
伝
的
小
説
の
な
か
で
、

こ
の
と
き
の
て
る
よ
の
決
断
や
迷
い
が
語
ら
れ
た
後
に
、
「
悔
の
オ
ル
ゴ
ー

ル
」
と
い
う
詩
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
（
こ
の
詩
を
）
ぜ
ひ
見
せ
た

い
人
に
は
と
う
と
う
め
ぐ
り
逢
う
こ
と
は
な
い
、
と
私
は
思
い
切
っ
た
」
と
つ

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
は
じ
め
て
「
海
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
」
と
い
う
詩
を
読
ん
だ
と

き
、
海
に
沈
む
オ
ル
ゴ
ー
ル
は
、
蘭
の
花
の
香
り
と
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
音
色
と
が

や
わ
ら
か
く
鮮
や
か
な
色
と
な
っ
て
そ
の
周
り
を
包
み
こ
み
、
小
さ
な
魚
の
群

れ
や
海
草
は
ち
ら
ち
ら
と
光
を
放
ち
つ
つ
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
周
り
を
お
だ
や
か

に
舞
う
、
そ
ん
な
お
と
ぎ
話
の
一
場
面
の
よ
う
な
や
さ
し
く
あ
た
た
か
な
光
景

が
想
像
で
き
た
。
遠
い
過
去
に
「
私
」
の
手
に
よ
っ
て
海
に
沈
め
ら
れ
た
オ
ル

ゴ
ー
ル
は
、
「
私
」
に
と
っ
て
必
要
の
な
く
な
っ
た
も
の
で
も
、
壊
れ
て
し
ま

っ
た
も
の
で
も
な
く
、
な
お
美
し
い
音
を
奏
で
、
以
前
と
変
わ
ら
ず
「
私
」
の

大
切
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
何
か
の
理
由
で
捨
て
て
し
ま
わ
ざ

る
を
え
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
海
に
沈
め
る
と
き
の

「
私
」
の
姿
が
、
作
者
の
竹
内
て
る
よ
が
結
婚
と
同
時
に
、
胸
に
秘
め
た
夢
や

あ
こ
が
れ
を
自
ら
手
放
し
た
と
き
の
彼
女
自
身
の
姿
を
妨
佛
と
さ
せ
た
と
き
、

自
ず
と
、
夜
の
海
の
底
に
果
て
し
な
く
つ
づ
く
闇
の
よ
う
な
無
限
の
哀
し
み
が
、

詩
全
体
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
結
婚
を
決
断
し
た
当
時
を
振

り
返
っ
た
て
る
よ
は
、
「
長
い
人
生
の
不
幸
の
は
じ
ま
り
は
こ
う
し
て
音
も
な

く
二
十
歳
の
私
の
上
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
ま
っ
た
く
風
の
よ
う
に
。
」
と
語

る
。
詩
の
な
か
で
触
れ
ら
れ
る
「
月
の
美
し
い
夜
」
と
は
、
こ
の
大
き
な
節
目

で
あ
る
二
十
歳
の
出
来
事
は
す
で
に
、
遠
い
昔
話
と
な
る
歳
に
達
し
た
作
者
て

る
よ
が
、
一
人
の
女
性
と
し
て
ふ
と
寂
真
と
し
た
気
持
ち
に
お
そ
わ
れ
る
瞬
間

３



ｒ

で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
び
に
、
す
で
に
あ
き
ら
め
た
は
ず
の
面
影
の
人
へ
の
想
い

が
ふ
た
た
び
胸
を
満
た
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
る
で
、
と
う
の
昔
に

や
む
な
く
捨
て
て
し
ま
っ
た
は
ず
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
旋
律
が
頭
の
中
に
よ
み

が
え
っ
て
く
る
よ
う
に
。
し
か
し
そ
の
と
き
の
て
る
よ
の
姿
に
は
、
す
で
に
あ

き
ら
め
た
も
の
へ
と
す
が
り
つ
く
未
練
や
弱
さ
は
な
く
、
な
つ
か
し
さ
を
も
お

ぼ
え
る
ほ
ど
の
余
裕
さ
え
も
っ
た
漂
々
し
さ
、
強
さ
で
あ
ふ
れ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
こ
の
て
る
よ
の
強
い
精
神
は
、
平
凡
に
生
き
る
人
々
や
、
そ
の
平

和
な
生
活
に
対
し
、
彼
女
は
微
塵
も
う
ら
や
む
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か

尊
敬
や
敬
意
さ
え
さ
さ
げ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
寛
容
な
心
と
懐
の
深
さ
に
表
れ

て
る
よ
が
尊
い
と
感
じ
た
、
あ
り
ふ
れ
た
平
凡
な
生
活
を
彼
女
は
な
し
え
な

か
っ
た
が
、
容
赦
な
く
ふ
り
か
か
る
過
酷
な
試
練
と
向
き
合
い
、
そ
し
て
一
つ

ひ
と
つ
乗
り
越
え
た
か
ら
こ
そ
身
に
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
力
強
さ
、
そ
し
て
真

の
優
し
さ
が
、
竹
内
て
る
よ
と
い
う
人
物
か
ら
伝
わ
る
。
て
る
よ
自
ら
語
る
「
平

凡
に
生
き
る
こ
と
が
一
番
む
ず
か
し
い
」
と
い
う
実
感
も
、
平
凡
と
は
縁
遠
い

壮
絶
な
生
き
方
を
し
た
て
る
よ
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
故
に
こ

の
言
葉
に
は
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
の
重
み
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
普
段
忘
れ

が
ち
な
平
凡
な
生
活
が
で
き
る
と
い
う
こ
の
う
え
な
い
幸
福
に
、
改
め
て
気
づ

か
せ
て
く
れ
る
。
て
る
よ
が
平
凡
に
生
き
る
人
々
に
さ
さ
げ
よ
う
と
す
る
以
上

に
、
類
ま
れ
な
非
凡
な
生
涯
を
た
く
ま
し
く
生
き
ぬ
い
た
竹
内
て
る
よ
と
い
う

一
人
の
詩
人
、
そ
し
て
一
人
の
女
性
に
対
し
、
心
か
ら
尊
敬
と
敬
意
を
さ
さ
げ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

て
い
る
。

４
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室
生
犀
星

明
治
二
十
二
年
、
金
沢
に
生
ま
れ
る
。
本
名
照
道
。
十
三
歳
で
金
沢
高
等
小

学
校
を
中
退
し
た
き
り
、
以
後
学
校
に
は
通
っ
て
い
な
い
。
高
等
小
学
を
中
退

し
て
間
も
な
く
、
金
沢
地
方
裁
判
所
の
給
仕
と
な
り
、
こ
こ
で
俳
句
を
や
る
人

た
ち
と
知
り
合
っ
た
こ
と
で
、
「
北
国
新
聞
」
に
投
稿
し
た
り
す
る
よ
う
に
な

る
。
『
魚
眠
洞
発
句
集
』
、
『
遠
野
集
』
な
ど
を
ま
と
め
て
い
る
が
、
短
詩
型
文

学
に
は
満
足
し
き
れ
な
か
っ
た
の
か
、
十
九
歳
の
頃
か
ら
は
詩
に
力
を
注
ぐ
こ

と
に
な
る
。
明
治
四
十
年
の
「
新
声
」
に
投
稿
掲
載
さ
れ
た
「
さ
く
ら
右
斑
魚

室
生
犀
星
（
一
八
八
九
～
一
九
六
二
）

種
を
蒔
い
て
置
い
た
ら

み
ん
な
生
え
て
出
て
来
た

僕
は
感
謝
し
た

一
粒
の
ま
ち
が
ひ
な
く

か
ら
を
破
っ
て
飛
ん
で
出
た

み
ん
な
揃
っ
て
膜
と
し
て
声
を
あ
げ
て
ゐ
る
や
う
だ
っ
た

め
ぐ
み
を
受
け
る（『第二愛の詩集』より）

に
添
へ
て
」
で
、
初
め
て
彼
の
詩
が
世
に
出
る
。
詩
人
と
し
て
の
真
の
開
眼
は
、

北
原
白
秋
の
『
邪
宗
門
』
と
『
思
ひ
出
』
に
触
発
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
当

時
の
彼
は
裁
判
所
を
去
っ
て
新
聞
記
者
を
し
て
い
た
が
、
『
邪
宗
門
』
を
入
手

し
て
間
も
な
く
や
み
く
も
に
駆
り
立
て
ら
れ
、
職
を
辞
し
て
上
京
。
そ
こ
で
白

秋
を
は
じ
め
、
高
村
光
太
郎
、
斉
藤
茂
吉
、
そ
し
て
生
涯
の
友
と
な
っ
た
萩
原

朔
太
郎
と
知
り
合
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
庭
造
り
に
熱
心
な
こ
と
で
も
有
名
。
『
庭
を
造
る
人
』
と
い
う
随
筆

集
も
あ
り
、
小
説
の
中
に
も
し
ば
し
ば
庭
の
こ
と
が
で
て
く
る
。
昭
和
に
入
る

と
は
げ
し
い
変
貌
を
遂
げ
、
本
業
が
小
説
家
に
な
り
、
詩
に
は
も
は
や
さ
し
て

力
を
注
が
な
く
な
っ
た
。
昭
和
三
十
七
年
肺
癌
に
て
死
去
。
主
な
詩
集
に
『
杼

情
小
曲
集
』
『
愛
の
詩
集
』
『
高
麗
の
花
』
『
鶴
』
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
『
第
二
愛
の
詩
集
』
は
、
大
正
八
年
に
刊
行
さ
れ

た
。
ち
ょ
う
ど
金
沢
で
夫
人
と
結
婚
し
た
ば
か
り
の
時
期
で
、
こ
の
結
婚
に
彼
が

ど
れ
ほ
ど
初
々
し
い
思
い
で
、
ま
た
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
挑
ん
だ
か
が
よ
く
現

れ
て
い
る
。
極
を
蒔
い
て
そ
れ
が
生
え
て
く
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
感
謝
で
胸
が
い

つ
ぱ
い
に
な
る
と
い
う
の
だ
。
表
現
も
真
っ
直
ぐ
で
、
少
し
も
無
駄
が
な
い
。

こ
の
率
直
な
喜
び
の
表
現
は
、
彼
自
身
の
子
供
時
代
が
色
濃
く
影
響
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
加
賀
藩
の
武
士
の
子
と
し
て
生
ま
れ
る
が
、
母
親
が
正

解
釈

５
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式
な
妻
で
は
な
く
女
中
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
生
ま
れ
て
一
週
間
ほ
ど
で
近
く

の
寺
の
ハ
ツ
と
い
う
女
に
託
し
て
養
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
女
と
い
う

の
が
寺
の
内
妻
で
あ
っ
た
が
、
子
も
ら
い
を
商
売
の
よ
う
に
し
て
お
り
、
幾
人

も
も
ら
っ
て
き
て
は
、
そ
の
蕊
育
費
を
せ
し
め
た
り
そ
の
子
供
た
ち
を
こ
き
使

っ
て
、
自
分
は
昼
か
ら
酒
を
飲
ん
で
い
る
よ
う
な
人
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
九
歳

に
な
る
と
実
父
が
死
ん
で
し
ま
い
、
け
ん
か
っ
早
い
不
良
気
取
り
に
な
る
。
不

幸
な
境
遇
に
育
っ
て
、
母
の
愛
を
知
ら
ず
、
あ
た
た
か
い
家
庭
を
知
ら
ず
、
反

抗
し
つ
つ
も
常
に
激
し
く
愛
を
求
め
て
い
た
。
そ
ん
な
幼
少
時
代
を
送
っ
て
き

た
作
者
が
、
こ
の
詩
が
生
ま
れ
た
頃
に
、
ど
ん
な
に
喜
ば
し
く
、
充
実
し
た
日
々

を
送
っ
て
い
た
か
は
想
像
に
難
く
な
い
㈲

最
後
に
、
少
し
余
談
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
詩
集
が
刊

行
さ
れ
る
前
年
は
、
全
国
で
米
価
が
高
騰
し
、
生
活
難
で
苦
し
む
大
衆
が
蜂
起

す
る
と
い
う
、
か
の
米
騒
動
が
起
こ
っ
た
年
で
あ
る
。
「
弱
き
者
や
虐
げ
ら
れ

た
も
の
へ
の
深
い
共
感
と
、
や
さ
し
い
女
性
へ
の
、
そ
う
い
う
女
性
と
つ
く
る

小
さ
い
家
庭
へ
の
憧
れ
ば
か
り
」
が
目
立
つ
と
評
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
作
者
。

み
ん
な
揃
っ
て
藻
と
し
て
声
を
あ
げ
る
「
種
」
と
い
う
言
葉
の
中
に
、
当
時
の

状
況
下
で
の
米
、
と
い
う
含
蓄
を
持
た
せ
、
も
し
か
し
た
ら
、
立
ち
上
が
っ
た

人
々
と
こ
の
事
件
の
こ
と
が
意
識
の
中
の
ず
っ
と
奥
で
は
あ
っ
た
の
か
も
し

れない。

◎

６
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■
把
り
Ⅱ
１
Ａ
Ｉ
小
Ｌ
Ｉ
．
●
叩
、
￥
-
Ｉ
凹
叱
ｆ
ｌ
Ｔ
．
、
争
乱
旧
叱
Ｉ
-
。
．
・
Ｊ
ｍ

東
京
、
町
田
市
の
生
ま
れ
。
一
九
一
九
年
に
受
洗
、
内
村
鑑
三
の
無
教
会
主

義
の
信
仰
に
近
づ
く
。
肺
結
核
の
病
苦
と
闘
い
な
が
ら
、
生
前
に
詩
集
「
秋
の

瞳
」
を
刊
行
。
死
後
、
妻
と
み
子
に
よ
っ
て
「
貧
し
き
信
徒
」
等
、
多
数
の
遺

吉
野
秀
雄

八
木
重
吉

重
吉
の
妻
な
り
し
い
ま
の
わ
が
妻
よ
た
め
ら
は
ず
そ
の
墓
に
手
を
置
け

（「晴陰集」）

八
木
重
吉
（
一
八
九
八
～
一
九
二
七
）

妻よわ
た
し
の
命
が
い
る
な
ら

わ
た
し
の
い
の
ち
の
た
め
に
の
み
お
ま
え
が
生
く
る
と
き
が
あ
っ
た
ら

妻
よ
わ
た
し
は
だ
ま
っ
て
命
を
す
て
る

（重吉詩稿・「ことば」より）

妻
に
与
う

外
に
あ
っ
て
詩
・
歌
に
独
自
の
境
地
を
開
い
た
こ
と
、
肺
結
核
と
の
闘
病
生
活

と
い
う
共
通
体
験
、
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
の
差
は
あ
れ
、
二
人
が
と
も
に
深
い

信
仰
心
を
宿
し
て
い
た
こ
と
、
な
か
ん
ず
く
妻
を
め
ぐ
る
不
思
議
な
え
に
し
の

あ
っ
た
こ
と
に
個
人
的
な
興
味
と
親
し
み
を
覚
え
た
の
で
選
ん
だ
。

詩
・
歌
の
解
釈
は
無
用
で
あ
ろ
う
。
重
吉
の
詩
は
、
死
の
二
年
前
の
も
の
。
秀

雄
の
短
歌
は
、
重
吉
の
二
十
五
周
忌
に
詠
ま
れ
た
。

二
人
が
歌
っ
て
い
る
「
妻
」
は
、
重
吉
・
秀
雄
の
二
人
の
死
を
看
取
っ
た
「
と

み
子
」
そ
の
人
で
あ
る
。

解釈
子
規
ほ
か
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
派
の
短
歌
に
親
し
み
、
の
ち
会
津
八
一
を
師
と
し
、

万
葉
集
・
良
寛
に
傾
倒
。
妻
は
つ
子
の
死
、
と
み
子
と
の
再
婚
を
経
験
す
る
中
、

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
求
道
的
で
人
間
味
の
濃
い
独
自
の
歌
風
を

打
ち
立
て
た
。
歌
集
に
「
寒
蝉
集
」
、
「
含
紅
集
」
等
、
多
数
。

作
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
詩
は
、
繊
細
な
感
受
性
と
純
真
無
垢
な
信
仰
心

に
支
え
ら
れ
て
、
平
易
で
柔
ら
か
く
透
明
感
に
富
み
、
読
む
者
に
染
み
透
る
よ

う
な
癒
し
を
与
え
続
け
て
い
る
。

吉
野
秀
雄
（
一
九
○
二
～
一
九
六
七
）

掲
載
詩
・
歌
は
、
い
ず
れ
も
二
人
の
代
表
作
で
は
な
い
が
、
と
も
に
文
壇
の

群
馬
県
、
高
崎
市
の
生
ま
れ
。
生
涯
肺
結
核
の
療
養
を
続
け
な
が
ら
、
正
岡

７
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一

わ
た
し
の
詩
よ

つ
い
に
ひ
と
つ
の
称
名
で
あ
れ

八
木
重
吉

吉
野
秀
雄

死
を
厭
ひ
生
を
も
惚
れ
人
間
の
揺
れ
さ
だ
ま
ら
ぬ
心
知
る
の
み

（

二
人
の
短
詩
・
短
歌
を
、
も
う
一
つ
ず
つ
挙
げ
て
お
く
。

（同．「桐の疎林」より）

「含紅集」）
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